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文章未定



★具体的取組★
1－1︓お客さまの理解が進むように業種ごとの事故を想定し、チラシやパンフレットを⽤いて具体的な事故例を提供しています。

【対応する原則・(注)︓原則2(注)、原則5(注3)、原則6、原則6(注5) 】

＜取組状況（KPI）＞
事故例新規提案件数 ⇒ 年度である2023年3⽉から2024年2⽉までの件数を再集計する※

1－2︓リスクコンサルティングの知識を活⽤し、お客さまの損害を未然に防ぐためのアドバイスを⾏います。
【対応する原則・(注)︓原則2、原則5、原則5(注1)、原則5(注4)、原則6、原則6(注1)】

＜取組状況（KPI）＞
損保トータルプランナー資格1名 AIG損保リスクコンサルティング資格3名

事故が減少すれば企業のリスクが軽減されるので、お客さまには交通安全の意識を⾼く持つように伝えています。その結果、

実際に事故が減少しました。

【対応する原則・(注)︓原則2、原則2(注)、原則5、原則5(注1)、原則5(注3)、原則5(注4)、原則6、原則6(注1)、原則6(注5)】

お客さまが保険に加⼊する、しないに関わらず、必要な商品や補償内容などをお客さまと⼀緒に考え
提案することで、リスク回避のお⼿伝いを⾏います。



★具体的取組★
2－1︓お客さまが理解し、正しく選択できるよう⼀覧表を更改の度に作成し提供してします。

ご希望があれば他社の保険契約も含めた⼀覧表も作成し提供しています。

【対応する原則・(注)︓原則2(注)、原則3、原則3(注)、原則5、原則5(注3)、原則5(注4)、原則6、原則6(注1) 】

＜取組状況（KPI）＞
⼀覧表はすべてのお客さまに提供しています。

2－2︓⾮対⾯の郵送⼿続きの場合は、⼀契約ごとに記⼊例を作成し、
お客さまが⼀⽬でわかりやすいようにしています。

【対応する原則・(注)︓原則2(注)】

＜取組状況（KPI）＞
記載不備がなくなりスムーズな事務⼿続きができています。

2－3︓重要事項説明書を読んでもらうために⼝頭でお伝えし、さらに注意喚起を記載したカードを付ける等
読んでもらうための⼯夫を⾏っています。

【対応する原則・(注)︓原則5、原則5(注3)、原則5(注5)】

＜取組状況（KPI）＞
注意喚起のカードを作成し、重要事項説明書に添付しています。

【対応する原則・(注)︓原則2(注)、原則3、原則3(注)、原則5、原則5(注3)、原則5(注4)、原則5(注5)、 原則6、原則6(注1)】

わからないことで困らないようにお客さまの⽴場に⽴って寄り添うことを⼼掛けています。

それを実現するため以下の取組みを⾏います。



★具体的取組★
3－1︓キャッシュレスを推進しています。また、エラー（書類不備）が出てもお客さまが困らないように、始期⽇までに

確実に保険証券が到着するよう早期更改を徹底しています。
【対応する原則・(注)︓原則2(注)、原則5(注5)、原則6、原則6(注5)、原則7】

＜取組状況（KPI）＞
・キャッシュレス率︓AIG損保100％、あいおい100％ 早期更改率︓AIG損保90.6％、あいおい︓90.5%

（2023年3⽉〜2024年2⽉）

3－2︓契約時にエビデンス（確認資料）を必ず取得したうえで⼿続きを⾏っています。
【対応する原則・(注)︓原則6(注5)、原則7】

＜取組状況（KPI）＞
・⽕災保険の登記簿取得100％、⾃動⾞保険の⾞検証取得100％

3－3︓事務社員が昨年の契約内容を確認し、不備や添付漏れがないかチェックしています。
万⼀、エラー（書類不備）が発⽣した場合はその⽇のうちに解消するよう社内で徹底しています。
【対応する原則・(注)︓原則2、原則2(注)、原則7、原則7(注) 】

＜取組状況（KPI）＞
・7⽇以内エラー解消率︓AIG損保100％（2023年3⽉〜2024年2⽉）

【対応する原則・(注)︓原則2、原則2(注)、原則5(注5)、原則6、原則6(注5)、原則7、原則7(注）】

不明な点があれば必ず保険会社と連携を取って⼿続きを⾏っています。また、社内でチェック体制を強化し

始期⽇までに確実に保険証券が到着するよう早期更改を徹底しています。



★具体的取組★
4－1︓弁護⼠や社労⼠等の紹介など保険にとどまらず、お客さまのトラブル解決につながるようなサポートができる

体制を整えています。
【対応する原則・(注)︓原則2、原則2(注)、原則6】

＜取組状況（KPI）＞
・労災事故が発⽣したお客さまに弁護⼠を紹介し、訴訟にならずに解決に⾄りました。

後⽇、お客さまから感謝のお⾔葉をいただきました。

4－2︓アフターフォローの取組みとしてアンケートはがきを送り、変更や事故などがあったかなどを定期的に確認しています。
【対応する原則・(注)︓原則2、原則6(注1)】

＜取組状況（KPI）＞
・アンケート送付200件 ⇒ 年度である2023年3⽉から2024年2⽉までの研修を再集計する。※

4－3︓⾼齢のお客さまには複数⼈による募集や親族の同席等を定めた対応を⾏っています。また障がいをお持ちの
お客さまには障がいの程度に応じた対応を⾏えるようルール化しています。
【対応する原則・(注)︓原則2、原則5(注3)、原則5(注4)、原則5(注5)、原則6(注4)】

＜取組状況（KPI）＞
・⾼齢のお客さまには2名で訪問しています。障がいをお持ちのお客さまへは⽿マークやコミュニケーションボードを

社内に設置する他、筆談による対応ができるようにしています。

【対応する原則・(注)︓原則2、原則2(注)、原則5(注3)、原則5(注4)、原則5(注5)、原則6、原則6(注1)、原則6(注4)】

コミュニケーションを⼤切にし、保険だけにとどまらずお客さまがなんでも相談できる存在を⽬指します。



・原則4については弊社の取引形態上、⽅針の対象とはしておりません。
・原則5(注2)、原則6(注2)については弊社は複数の⾦融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨は
⾏っていないため⽅針の対象とはしておりません。

・原則6(注3)については弊社は商品の組成に携わることがないため⽅針の対象とはしておりません


